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はじめに 

 当院では超音波診断装置でのＶＡ管理は
臨床工学技士（以下ＣＥ）が行っている  

 そのため、穿刺困難患者におけるエコー
下穿刺もＣＥのみで施行していた 

そこで、看護師にもエコー下穿刺を可能と
するため、事前アンケートを基に実技指導
を行ったので、報告する 



取組みの流れ（ 期間：４ヶ月間） 

１ •事前アンケート（看護師全12名） 

2 •装置の説明、使い方指導（対象看護師5名） 

3 
•シュミレーター使用による模擬練習 

4 •エコー下穿刺 

5 •穿刺後評価 

6 •事後アンケート（対象看護師5名） 

１カ月 

３カ月 



10 

2 

エコー下穿刺ができるようになりたいと

思いますか？ 

思う 少し思う あまり思わない 思わない 

9 

3 

エコー下穿刺の必要性は感じますか？ 

感じる 少し感じる あまり感じない 感じない 分からない 

事前アンケート①（当院看護師全12名） 



事前アンケート②（当院看護師全12名） 
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3 

エコー下穿刺は難しいと思いますか？ 

思う 少し思う あまり思わない 思わない 

6 

4 

1 
1 

エコーの使用に苦手意識はありますか？ 

ある 少しある 特にない わからない 



0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

手元を見るので画面が把握できない 

針とエコーの両方を操作できない 

操作が分からない 

血管が画像上分からない 

画面上の左右が分からない 

針先がどこにあるか分からない 

慣れていない 

ブラインド穿刺の方が簡単である 

難しいと思う理由（複数回答可）  

N=12 



エコ―評価表 

エコー下穿刺評価 

H30 年  月  日（  ） 

穿刺者：  〇 〇    （ 2 回目）   技 士  ： 〇 〇     

患 者：  〇 〇     

シャント： 右 ・ 左 

穿刺部： A ・ V  

結 果： 1.成功した  2.アドバイスをもらって修正した  

3.手を代わって修正した  4.再穿刺した                

                                                                           

a.挿入部がずれた  b.針先を見失った  c.左右が分からなくなった  d.角度が足りなかった 

e.血管へ挿入出来なかった  f.下壁を突いた(突きそうになった)  g.血管の固定が出来なかった 

h.画面が見えづらかった(体勢が悪かった)  i.血管をうまく映せなかった 

その他（                     ）（                     ） 

                                                                        

 

感 想：今日はｲｿｼﾞﾝｹﾞﾙを使用して開始した。はじめは針先をﾌﾟﾛｰﾌﾞでとらえら

れず、進め方が早かったかも。後半助言をもらいゆっくり先端にプローブを合

わせることができたと思います。                     

指導内容： 針先よりプローブを先に動かすコツを途中からつかんできていた。                                    

                                                                       

①院内勉強会の開催 

• （エコー装置の原理、操作法説明） 

②操作指導 

• エコー操作の指導 

③穿刺練習 

• シュミレーター使用し、穿刺練習・指導 

④患者への穿刺 

• 指導者サポート下で穿刺 

⑤評価 

• 評価表を記入し、評価・反省 



エコー操作指導及び穿刺練習 



エコー下穿刺後の評価内容 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 

挿入部がずれる 

角度不足 

プローブの固定不足 

血管を見失う 

左右が分からなくなる 

皮膚の固定不足 

下壁を突いた（突きそうになる） 

血管内に入らない 

ゼリーが少ない 

N=5 



事後アンケート結果① 

• 針先をエコーで追えるように
なった 

• ひとりではまだ不安（サポート
が必要） 

• もう少し時間が掛かる 

• もっと出来るようになりたい 

 

4 

1 

エコー下穿刺ができるようになったと

思いますか？ 

思う 少し思う あまり思わない 思わない 



• 画面の見方・操作方法が
わかるようになった 

• 長時間かけず確実に穿
刺できる 

• お互いの穿刺の不安が
軽減される 

• ひとりで修正を行うことが
できて自信になった 

事後アンケート結果② 

5 

エコーの使用に対する苦手意識は改善

できましたか？ 

できた 少しできた あまりできなかった 

できなかった わからない 



考 察 

• アンケート結果を基に指導を進めることで、焦点
を絞って行えた 

• シュミレーターを使用することで患者穿刺までの
練習を十分重ね、穿刺者不安を軽減しました 

• 穿刺ごとの評価を行うことで、個々のケースによ
り対応が可能となった 

 

 



結 語 

•サポート下での、エコー下穿刺が
可能となった 

•穿刺困難患者に対し、看護師へ
のエコー下穿刺実技指導は有効
だった 
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